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                                     理事長 川本 明良 

 何年も前から、北海道でも夏は冷房が必要になった、といわれるようになりました。今年は札幌でも 6月

から蒸し暑い日が続いています。報道では暑さと関連した「災害級の猛暑」「熱中症対策」という表現を

日々、耳にします。ペルー沖の赤道付近海面温度が平年より高くなり、暖かい空気に覆われやすくなる「エ

ルニーニョ現象」という難しい単語は私たちにとって耳慣れた言葉になりました。残念なことに線状降水帯

の発生による急激な降雨や関連した災害も、この時期の特徴となってしまったようです。（線状降水帯とい

う表現が一般に用いられるようになってきたのも近年のことではないでしょうか？） 

 夏の暑さや気温の上昇は地球温暖化と関連した異常気象が生じているともいわれ 

ているようですが、先日、国連グレーテス事務総長が「地球温暖化の時代は終わった。 

地球沸騰化の時代が到来した。」と述べ、「異常気象がニューノーマルになりつつあ 

る」として各国の気候変動対策の強化を求めたと報じられました。気温 40度、体温越 

えの気温という暑さを考えると、異常気象への対応が必要なことは当然のことです。毎日 

の私たちの生活、利用者の皆さんや職員の健康管理にも具体的な変化や対応が求められているといえます。 

 札幌の暑さといえば、コロナ感染拡大の影響で延期された東京オリンピック・パラリンピックが翌年開催

され、マラソン競技と競歩が暑さを避けて札幌で開催されたにもかかわらず、想定外の高温となり、競技中

に次々と選手が倒れてしまうという衝撃的な映像を思い出します。東京より涼しいはずの札幌がこの日は

異常な暑さと高い湿度となり、参加選手にとっては健康に影響を与えかねない過酷で、危険な大会となって

しまいました。この日のことは「東京より暑い札幌」として報道されました。 

 今、私たちの住む札幌では 2030 年の冬季オリンピック・パラリンピック誘致が話題に上がることが増え

ています。ただ、異常気象は夏だけではありません。2021 年―2022 年の冬、雪害といわれる集中的な降雪

にみまわれた北海道では、札幌や多くの町で排雪ができない状態となりました。街中が雪山だらけになり、

車があちこちで立ち往生しました。電車、バスが止まり、流通がマヒ、雪になれているはずの北海道で降雪

による社会生活への重大な影響が生じました。異常気象がニューノーマルになってきたとすれば、冬季オリ

ンピック・パラリンピック開催に欠くことができない「雪」は例年並みか？気になります。冬季の降雪に関 

        してもニューノーマルな時代であることを念頭に置く必要がありそうです。また、東京オ 

        リンピック・パラリンピックの膨大な費用や、不正受注などの問題が報道で取り上げら 

れ、札幌開催で同様のことが起こらないかという不安の声や、誘致反対の意見も多いよう 

です。日本社会の成長期に開催された 1972年の札幌オリンピックや 1970 年の大阪万博な 

どの記憶は今も観た人の記憶に鮮明に残っています。オリンピック・パラリンピック開催で子ども達の記憶

に残る感動を！札幌市民・北海道民をあげて開催誘致！と考えたいところですが、その機運には程遠い状況

ではないかと感じます。社会情勢が随分状況が変わってしまったことを考えると、具体的な気候変動対策同

様に札幌オリンピック・パラリンピック誘致についても冷静に考えることが必要であるように感じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地球沸騰化・異常気象ニューノーマルの時代 

《夏号》 令和 5 年 8 月 20 日発行 

発行元：社会福祉法人わらしべ会(北海道) 

連絡先；〒065-0043 

札幌市東区苗穂町 3 丁目 2-35 

    ℡ 011-776-7981［法人本部］ 

 「利用者の自立支援に向けた努力と課題」～今、あらためて利用者支援について考える～ 

 7月 13日―14日の 2日間、札幌わらしべ園苗穂事業所で、第 38回全国身体障害者 

福祉施設協議会会議が開催されました。全国社会福祉協議会高年・障害福祉部 佐々木 

靖典部長による「障害者福祉施策の動向等」と題した障害者施策に関するご講演、パネ 

ルディスカッションでは加盟 3 施設より、それぞれの立場からの報告が行われました。また、特別講演

では高齢者生活研究所/「むつき庵」代表の浜田きよ子先生による「排泄と支援を中心とした暮らしを支

える支援」について、ご講演頂きました。会議事務局のわらしべ会の法人紹介ではハンガリーの支援法

説明や、運動プログラムのデモンストレーションも行いました。（*会議の内容報告を今回紙面七頁およ

び次回分けて掲載します。） 

 

（台風の上陸） 

第 38 回全国身体障害者福祉施設協議会会議（in 札幌） 

（体温を超える厳しい暑さ） 
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大滝だより 

大滝での春行事    3月になって例年より雪解けがかなり進んでいたので、少し早い春を感じても

らうため、3月 28日に「行事 春の訪れ」を実施しました。 

まずは施設周辺の散歩を行いました。例年のこの時期なら大滝は雪が深くまだ雪遊

びができるくらいですが、今年はもう積雪がほとんどない状態で、道路のアスファル

トが完全に出ていました。この日はまだ寒かったのですが、利用者の皆さんにはしっ

かり防寒着を着ていただき散歩にでかけました。散歩コースにはふきのとうが地面か

ら出てきており、それを持ち帰っている方もいらっしゃいました。持ち帰ったふきの

とうは園内の食堂に飾って皆で春を感じました。 

散歩から戻った後は、食堂でゲームを行いました。職員が段ボール箱で作ったゲー

ムを持ってくると、段ボール箱の中にある大量のペットボトルのキャップから青い紐

が伸びているのを見て、ゲームが始まる前から青い紐を引っ張ろうとする方や、笑い

ながら大きな声を出す方もいて、皆様興味津々のご様子でした。このゲームは青い紐

を引っ張ると、中から得点の書かれた春に関するイラストが入った小さなペットボト

ルが出てきて、1人 2回引いて得点を競う形で行いました。利用者の皆さんが青い紐

を引いていくと、つばめ、桜、チューリップといった春を感じさせるイラストがどん

どん出てきて、まるで白い雪に眠っていた春の動植物たちが眠りから覚めていくよう

にも感じられ大いに盛り上がりました。散歩とゲームを通して、雪解けが早かった今

年の春を感じる行事になりました。 

〒052-0313 

伊達市大滝区大成町１０ 

℡ 0142-68-6344 

FAX 0142-68-6345 

Mail waras@ootaki.tv 大滝わらしべ園 

(春が近づいてきたな～) 

(さあ引っ張ってー) 

 雪が残る 3 月、大きくなり過ぎたトド松の大木 3 本を町内会の有志 3 名（渡辺吉雄様、菊池洋文様、宍

戸敏克様）で伐採して頂きました。根っこが土の中へ伸びることが出来ず、もこもこと地上に盛り上がって

きており、そのうちに倒れてしまうのではないかと心配しておりましたが、元森林組合で働いていた渡辺

様の指導の下、園庭の空き地の部分へ上手に切り倒して頂きました。ど～んという大きな音と共に、枝の張

った大木がゆっくり倒れていく姿は見ごたえがあり、利用者の皆さんは食堂の窓から興味深く覗いており

ました。 

今年も橋本強志様よりかぼちゃの苗 300 本分を作って頂きました。苗は例年通り太くて立派なものを作

って頂きましたが、諸事情により、畑への移植が例年より半月遅れてしまいました。暑い日が続く今年の夏

ですが、お日様の恵みを頂き、2週間の遅れを取り戻し、しっかり育つことを願うばかりです。 

自治会役員の宍戸会長ご夫妻、志斉様ご夫妻で今年も園庭の草刈りボランティアをして頂きました。 

皆様大変ありがとうございました。 

 

ボランティア＆かぼちゃ苗をいただきました 

6 月 24 日に大滝徳舜瞥学校連合運動会がありました。コロナの為 2020 年から参加を自粛していまし

たが、今年になって 4 年ぶりに参加することが出来ました。当日は曇っており暑すぎず寒すぎずといっ

た感じで、過ごしやすい気候でした。前日には競技の練習も行っていたので利用者の皆様はやる気満々

です。参加した競技は「おやつの時間ですよ」と「むすんでのばして」でした。 

「おやつの時間ですよ」はおやつが掛かっている棒へ向かい、おやつを自分の手 

で取ってゴールまで行く競技です。利用者全員が参加し一所懸命に棒に向かって 

進み、職員のサポートもありましたが、おやつを取って全員がゴールすることが 

出来ました。利用者の中にはおやつを取った後、自分で口にくわえて食べようと 

する方もいました。周りの観客も拍手をしてくれていました。 

「むすんでのばして」は何本かの紐が伸びている箱へ向かい、その紐を引っ張り 

出して紐の長さの合計を競う競技です。利用者の内代表 5人で参加し、皆様どの 

紐が長いかを考えてひもを勢いよく引っ張っていました。 

最終結果は大滝わらしべ園が優勝しました。久々の運動会の参加に皆様笑顔い 

っぱいで、楽しく終えることが出来ました。 

大滝徳舜瞥学校連合運動会 

(むすんでーのばしてー) 
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浦河だより 

交通安全活動功労団体として感謝状をいただきました 
2 月には交通安全活動功労団体として浦河警察署の佃正広署長様よ

り感謝状を授与されました。当園では毎年春と秋の交通安全週間に合

わせて年 2 回、園前の天馬街道に面した場所で交通安全街頭啓発を実

施しており、この功労に対するものです。安全運転に関するポスターを

手で持って掲げ、旗を振るなど交通安全の呼びかけを何年も続けてき

た利用者さんの社会貢献活動が評価されて、皆さんとても喜ばれてい

ました。また、感謝状の授与のあとに個人ボランティアとして佃署長か 

ご協力のもと消火訓練と今回初めてスモーク体験を行いまし

た。訓練 2 日前には浦河町で震度 5 弱の地震があり、皆真剣に

取り組んでいました。6 月下旬からはいちご狩りとドライブを

行いました。いちご狩りは浦河町の福田農園様にご協力して頂

きましたが、自分で取った甘く美味しいイチゴを青空の下頬張

っていました。ドライブでは浦河町の優駿ビレッジアエルで引

退馬を見に行ったり、博物館や様似町の親子岩やエンルム岬に

行き、初夏の町を堪能していました。 

(感謝状を授与されました) 

 

交通安全＆ 

 

〒057-0171 

浦河郡浦河町西舎 124-1 

℡ 0146-28-1801 

FAX 0146-28-1991 

Mail urakawa-warashibe@deluxe.ocn.ne.jp 浦河わらしべ園 

(今年もありがとうございました) 

 

 3月 1日には寿司バイキングを開催いたしました。それぞれの好きな生

寿司とお吸い物、茶碗蒸しを各席に準備し、その後好みのものをおかわり

していただきました。寿司バイキング当日は、皆さん今か今かと正面玄関

で職人さんを待ちかねるくらい楽しみにされておりました。最初の寿司を

食べた後、おかわりの寿司表とにらめっこをしながら注文する方や、注文

表を見ないで注文する方など、おかわりの仕方は様々でしたが、お腹いっ

ぱい食べて、お好きなお酒を飲んで大満足のご様子でした。 

 

(良い天気～) 

 

（職人さんが握ってくれています) 

 

らそば打ち実演会も開催していただきました。  

皆さんそば打ちを目の前で見ながら佃署長のお話で笑ったり、真剣に相槌

を打っておられました。そのあとの昼食時に打ちたてのお蕎麦を提供しま

した。「打ちたてはやっぱり違うねえ」と美味しくいただきました。 

寿司バイキング＆健康祈願祭 

               3 月 30 日には毎年恒例の健康祈願祭を行いま

した。今年も圓久寺の古田住職様にご来園いただき、利用者並びに職員の健康と

地域の安寧、故人への御祈祷をいただきました。健康祈願祭では焼香のあとお祓

いをしていただき、心なしか皆さんすっきりした顔をされていました。古田住職

のご説法では「皆さんのお顔をいつも広報誌でしっかり見させていただき、すご

くいい笑顔と楽しい雰囲気を感じ、ここに来るのが毎年楽しみです。」とのお言

葉に「また来てね。」と声を掛けられる方もおられました。 

 
5 月には春の交通安全街頭啓発を行いました。朝早くから 13 名の利用者さ

んと一緒に、行きかう車や通学中の学生へ黄色い旗を振りながら交通安全を

呼びかけました。 

6月に中庭 BBQを行いました。今年は入所と通所同日開催となりました。メ

ニューはジンギスカン、おにぎり、ソーセージに焼きそばを職員が手作りしま

した。デザートはケーキを提供しました。青空の下でお腹いっぱい食べて飲ん

で、食後にカラオケ大会で、日々の練習の成果を皆さん発揮されていました。

周りで聞いていた利用者さんも一緒に口ずさんだり、手拍子を打ったり大い

に盛り上がりました。6月 13日には避難訓練を行いました。浦河消防署様の 

(おいしそう！) 

 

消火訓練 
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札幌わらしべ園

東区・苗穂第二事業所

わらしべ選挙?? 

東区事業所 

〒065-0042 

札幌市東区本町 2 条 6 丁目 4-1 

℡ 011-783-0606(1 階) 

 011-790-8130(2 階) 

FAX 011-790-6572(共通) 

Mail sawarasibe@cyber.ocn.ne.jp(1階)  

   Whshuurou01@yahoo.co.jp(2 階 

苗穂第二事業所 

〒065-0043 

 札幌市東区苗穂町 3 丁目 2-35 

℡ 011-776-7981 

FAX 011-776-7982 

Mail naebojimu@hotmail.com 

 

              

日中活動グループの改編から１年を迎えました。取り組みや支援など、支援職員は事業所 

活動をさらに発展させていきたいと張り切っています。日中事業所の様子をお伝えいたしま 

す。（2月）レクリエーションは「節分会」でした。鬼のイラストを貼り付けたペットボトル 

をたくさん用意し、利用者の皆さんに交代で大きなバランスボールを思いっきり投げてもらい 

ました。見事、鬼ペットボトルを倒すことができると、あちこちから「ワ～！」歓声が上がり、 

大盛り上がりでした。 （3月）「ピニャータ」という言葉をご存地でしょうか？南米のお祝いの際に使われ

る、日本のくす玉に似たものです。事業所では、中にお菓子や玩具などを入れた紙製のくす玉を用意しまし

た。このお菓子をつめたくす玉を、利用者さんに割ってもらいました。上手く割るとができると、お菓子がど

さっと落ちてきます。上手にくす玉を割ることができ、中のお菓子を見つけて、皆で大喜び！利用者の皆さ

ん・職員の笑顔があふれるイベントとなりました。 

 苗穂第二事業所では「わらしべ選挙」実施しました。実はみんなであるテーマについて考えたり、想像した

りする「頭の体操」新しい活動です。テーマとしては“①事業所を楽しくする “と”②事業所を大人っぽい

雰囲気にする “このテーマも利用者の皆さんと考えました。より良い事業所をみんなでつくろうと取り組ん

だ内容です。①どうしたら、もっと楽しい事業所になるかな？；「カラオケを取り入れよう！」「温泉旅行に

行こう！」「毎日お菓子を食べよう！」②事業所を大人っぽい雰囲気にするには？；「ジャスミンの香りにし

よう」「花を飾ろう」「コーヒーを飲もう」「ネクタイを締めて雇用」「ジャージは禁止！」などなど、さす

がいつも事業所で頭の体操に取り組んでいる皆さんです。さらに、楽しくイメージを膨らませながら意見や

演説を行いました。そして最後には会長を選ぶ投票を行いました。（選挙ですから？？？） 

「私に清き一票を！」と見事当選した会長さんは皆さんの前で意気込みを述べると、「頑張 

ってねー！」「おめでとう！」とみんなに拍手でお祝いされてました。さて、会長さんはど 

んな素敵な事業所にしてくれるのか♪わらしべ選挙では利用者の皆さんが大きな声で笑いす 

でに楽しい雰囲気です。これからも目標を掲げ、テーマを設定、皆で検討して、良い事業所 

を目指します。 

東区事業所での行事/節分・ピニャータ 

（7月）避難訓練を行いました。この日は火事を想定した訓練です。「火災発生！」担当職員 

が全体を指揮、利用者さんと支援職員は「素早く行動！」そして、「退避場所集合！」実際の 

火災発生に備えて意味のある訓練になりました。次回の避難訓練は 12月を予定しています。 

（8月）事業所では毎日の活動に加えて、ドライブなどの企画も計画します。先日は伏古公 

園という札幌市内の少し大きめの公園に出かけました。この日も気温も高かったので、熱中症対策も必要で

した。公園は美しい木々が植えられており、そのおかげで日陰が多くあります。木陰で休むととても気持ち

よく、過ごすことができました。公園内を散策したり、噴水のスペースでは水に足を入れたり、水遊びもし

ました。いつもの事業所とは違う楽しい時間となり、皆さんとても気持ちよさそうな様子でした。 

場所を事業所に移すと、風船バレーや、借り物競走などのレクリエーションでは、利用者さんと職員が一緒

なって楽しめる内容が中心です。毎回盛り上がっています!! 

 これまでも取り組んできた俳句活動/学習的活動を継続しています。「今日は何の日？」をテーマに俳句活

動に取り組みました。気になる今回のテーマは「夏」いつものように全員で言葉を考え、意見を出し合いなが

ら 3つの俳句を創りました。 

①「月を見て あの人想う 夏の夜」 思い浮かべる人はあこがれの人？好きな芸能人？家族？）色々な意見

が飛び交いながらもとても素敵な俳句が出来ました。 

②「盆休み 先祖を敬う 墓参り」 お墓参りの思い出、お盆休みの思い出などを語り合いながら一句完成! 

③「浴衣着て 縁側座り 夕涼み」 縁側ではスイカを食べたよ、花火が見えそうだね、風鈴の音が聞こえそ

う！などと夏を感じながらの一句。 

一日一句の活動も３年目に突入！なお一層素敵な俳句が作れるよう今後も続けていきたいと思います☆ 

 

（果たして会長は誰に？） 

今日は何の日？俳句活動 

(割れるかな？) 

避難訓練/レクレーション 

(白熱しています) 



第 18 号 北のわらしべ  | 5 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひなまつり＆こどもの日 

 
札幌わらしべ園

苗穂第一事業所
（3月）ひな祭りを行いました。いうまでもなく、この日の主役は女性！女性利用者さんを 

中心としたレクレーションとなりました。まずは、女性利用者の美しい歌声披露、それぞれ 

が好きな歌を歌ってくれました。懐かしい曲や流行の曲など、なんと！！ダンスを披露して 

くれる方もいました。ノリノリで歌ったり、少し照れながら笑顔で歌ったり。個性全開です。 

男性利用者はリズムに合わせて体を動かしたり、口ずさんだりと一緒に楽しそうした。この 

日の企画；「ブロマイド探し」とそのブロマイドを使った「神経衰弱」。このブロマイドは女性利用者 1人 1

人にそれぞれポーズを取って頂いた手作りブロマイドです。事前に事業所内に隠しておいたブロマイドを、

探してもらいました。事業所内を隈なく探し、ブロマイドを見つけると声を上げてアピール 

大喜びでした。ひな祭りに因んで「ひなあられすくい」をしました。カラフルな紙を小さく 

丸め、うちわやちり取りですくいます。誰がいっぱい掬い取れるか競争となりました。みん 

な気合十分で、ハカリに入らないというハプニング発生！急遽ルール変更！目標の重さにに 

どれだけ近づいた量を入れられるかを競いました。ピタリ賞狙いのゲームです。残念ながら、 

ピタリ賞は出ませんでしたが、みんな楽しそうに結果に注目でした。ひな祭り会の最後は全 

員で記念撮影で無事終了。（みんなでお決まりのピース）女性が主役とはいえ、男女関係なく白熱した一日

となりまた。 

（5月）はこどもの日。「①武将倒しゲーム」「②カラオケ」「③こいのぼりロケット」の 3つの活動がこ

の日の活動内容です。①武将倒しゲームは兜を被った職員の身体に紙風船を取り付け、それをみんなでに割

るゲームです。段ボールで作った武器で紙風船を夢中で割る姿は勇敢なサムライ？武将役の職員さんご苦労 

         様でした。②カラオケでは男性が中心となりました。この日は歌に合わせた「ドラム演 

         奏」もありみんなで合いの手を入れながら、楽しく熱気あふれるカラオケでした③こい 

           のぼりロケットは新聞紙で作ったこいのぼりとビニール袋で作ったこいのぼりを飛   

           ばし、的を倒すゲームです。新聞紙のこいのぼりを手で投げる方もいます。ビニー 

           ル袋こいのぼりをお手製発射台から飛ばしました。それぞれに合ったスタイルで的 

           を狙いました。なかなか狙った的にはあたりません。近くの人に当たり、みんなで 

           大爆笑となる場面もありました。結果は 1位同着 3人の大接戦でした。この日の行 

           事の最後もこいのぼりアートと一緒に記念撮影！楽しい 1日を写真に残して無事終 

           了しました。 

 

苗穂第一事業所 

〒065-0043 

 札幌市東区苗穂町 3丁目 2-37 

℡ 011-792-6806 

FAX 011-792-6807 

Mailsawarasibe@cotton.ocn.ne.jp 

 

（流行りの歌でみんな 

   が大盛り上がり） 

   

 7 月に苗穂第一事業所と第二事業所の合同夏祭りを開催しました。夏を彩る行事として事業所内はいつもと

異なる工夫がいっぱいでした。「出店スタイル」で、かき氷や綿あめ、射的、スイカ釣りの出店が並びました。

この日の準備として、レクの手作り道具や事業所の飾り、花火をテーマとした特大アートも作成していました。 

当日は午後から苗穂第一事業所に全員が集まり、各出店を自由に回りそれぞれが、希望する出店を楽しみまし

た。「綿あめ作り」はなかなか、きれいな形になりませんでしたが、自身で作った綿あめの味 

は？？美味しそうに召し上がっていました。ヨーヨー釣りならぬスイカ釣りコーナーでは、ペ 

ーパークラフトのスイカを釣り、釣った数を競いました。司会の進行や出店の手伝いをしてく 

れた利用者さんもいました。準備から片付けまでみんなで協力して取り組んだせいでしょうか。 

まるで本物のお祭りのような盛り上がりでした。コロナ感染発生以前は、毎年夏まつりをして 

いたな！と思うと、どこか懐かしい気持ちにもなりました。今回は事業所内のみでの夏祭りでしたが、今後は

地域の方や利用者さんのご家族とも交流できるようなイベントが出来ることを期待したいと思います。 

（手作りひな人形です） 

苗穂第一＆苗穂第二 合同夏祭り 

（武将が 

登場！） 

 3月に札幌市知的障がい者福祉協会アート展「あらかるあーと」が「北海道民活動

センターかでる 27」で開催されました。苗穂第一事業所でも作品を 2 点提出しまし

た。一つは合作で、事業所全員で作成した「ペンギン？」のアートを提出しました。

ペンギンの顔がたくさん並んでいますが、中にはペンギンに擬態したものもありま

す。二つ目は個人作品で、色々なコンビニのロゴを立体アートにしています。緻密な

ロゴも手書きで書かれていました。 

 

あらかるあーと 
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  ～ありがとうございました～ 

 5 月でお別れする事務職員 T さん、いつも利用

者の皆さんに優しく対応してくれた大好きな職員

T さんのお別れに向けて折り紙を使った「花束」作

りをしました。お別れする T さんを思いながら、

実際の花束をイメージしてみんなで作成し、上手

に完成しました。細かい作業は職員と協力しなが

ら地道な作業でした。みんなで 20 本の花を作り、

立派な花束になりました。花束に添えて彼女をテ

ーマにした俳句もプレゼント☆一日一句の活動成

果を十分に発揮し、素敵な俳句を沢山考えました。

当日サプライズでお別れ会を実施。手作りの花束

と俳句のプレゼント♪Tさんも驚いていました。 

T さんに、去年わらしべ歌合戦で金賞を取ったダ

ンスを披露し、最後は皆で記念写真をしました。

「今までありがとう！」「がんばってね！」春は

出会いと別れの季節、苗穂事業所にとってはちょ

っと寂しい出来事でしたが、最後は笑顔で感謝の

気持ちを伝え合いお別れしました。 

 

 

ク ロ ー ズ ア ッ プ こ の 活 動 

       グループホーム        

       シェアハウス        
 3 月に大滝わらしべ園から 3 名の利用者さ

んが札幌に移動してきました。苗穂ホーム、

本町ホームに入居しました。数か月が経過

し、3 名ともに札幌での暮らしに慣れてきた

ようです。今回は新たにグループホームに入

られた方々をご紹介いたします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 通信 

（ありがとう 

 ございました！） 

～はまなす車いすマラソン出ます～ 

今年もマラソンの時期がやってきました。札幌

わらしべ園には、はまなす車いすマラソン（北海

道マラソン）に参加する方が 3名います。去年は

参加直前にコロナ感染者増加のため、参加を見送

りましたが、今年こそは参加！と勢い込んで練習

に励んでいます。あわせて事業所のみんなで、マ

ラソン大会に向けた、応援グッズを作成していま

す。応援用横断幕や、各々が好きなデザインを入

れたうちわ、みんなのメッセージが書かれたはち

まきもあります。今年は札幌も特別に暑い日が続

いています。当日の気温が気になりますが、練習

の成果が発揮できるよう‼そして感染対策をしっ

かり行って当日に臨みたいと思います。大会当日

は職員も駆けつけるので、次号でその様子をご報

告したいと思います。 

 

 

（暑い日が続きますが、公園で練習に励んでいます！） 

苗穂ホーム・I・J 氏 

コーヒーを飲んでゆったりと

過ごされています。他の入居

者と一緒になって笑って楽し

まれています。 

 

 

本町ホーム・O・M 氏 

職員の調理を眺めるのが好き

で、楽しげに見られています。

移動当初は生活の変化に戸惑い

が見られましたが、今ではすっ

かり慣れて過ごされています。 

苗穂ホーム・K・T 氏 

テレビやラジオを聞いて楽し

まれています。グループホーム

の食事が美味しいようで、すぐ

に完食されています。 

 

 

～インドネシア人スタッフ着任～ 

7月 19日大滝わらしべ園にインドネシア人ス

タッフ 2 名が来日してくれました。（個々のご

紹介は次号以降に予定）国内の介護人材不足は

年々、厳しさを増しています。特に僻地施設の

人材確保はわらしべ会に限らず、福祉業界全体

の大きな課題です。このような状況の中、かね

てより準備を進め、やっと最初の外国人スタッ

フを迎えることができました。 

イスラム教徒にとって大切な「ハラル」（食

べてよいもの）と「ハラル」（食べてはいけな

いもの）は有名ですが、私たちとの違いや異な

る面を理解しあい、大切にすることが求めらて

います。相互に言葉や文化、宗教の違いを認め、

今後の介護戦力となってもらえるよう、平岡施

設長や大滝わらしべ園のスタッフに協力しても

らいながら、利用者支援にあたってもらいたい

と期待しています。 
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第 38 回全国身体障害者福祉施設協議会会議内容報告（第 1 回） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お知らせ 

複数の方よりお問い合わせいただいておりますが、事情により「北のわらしべ 4 月号」を休刊いたま

した。そのため、令和 5年 2月号から 6か月ぶりの発行となりました。 

 

 

Ⅰ；講演 1 全国社会福祉協議会高年・障害福祉部 部長 佐々木 靖典 様 

            テーマ「障害者福祉施策の動向等」 

  全国社会福祉協議会の活動説明の他、総合支援法の見直しに関するポイ

ントや障害福祉計画など幅広いご講演内容でした。また、障害者虐待防止

や権利擁護など、私たちが取り組むべき課題についての情報、単価改正や

今後の障害者福祉施策の方向を理解する上で必要となる貴重な学習機会と

なりました。参加者からはご講演の内容を、今後の法人・施設運営に係る

大切な話だったとの声がありました。 

 

 

 

Ⅱ；パネルディスカッション 

               テーマ「利用者の自立支援に向けた努力と課題」 

  ○進行/コーディネート北海道医療大学 看護福祉学部 近藤尚也 氏 

 内部障害者支援の立場よりパネリストとして、広賀会の加藤俊典園長よ

り報告して頂きました。内部障害利用者の一般的特性や他者に理解されに

くい状態、手帳交付数に対比すると、障害福祉サービス利用数が少ないこ

となどの課題等の説明が行われました。事例から地域生活を送る上での課

題の他、施設利用に至るまでの経緯など、詳しい説明が行われました。 

また「断らない支援」を施設支援の目標としていることも報告されました。 

  

 

 最後に、北海道医療大学の近藤尚也先生より、支援の個別化が求められていること、利用者の高齢化への

対応、地域の環境に関する助言をいただき、パネルディスカッションを終了しました。 

＊その他の会議の内容については次号（第 2回）で報告いたします。 

 

 

東京光の家新生園の訓練課廣瀬武生係長より盲重複障害者支援の立場より盲重複障害利用者の特性や困難

さの説明の他、光の家新生園が取り組む「理解する」「意欲を育てる」「反復する」支援を基本とする光の

家新生園の基本的な考え方のもと、「生活訓練」「行動訓練」「作業訓練」を実施していることが動画紹介

を含めて報告された。最後に支援する職員自身が学び続けることが必要である旨の話がありました。 

 

社会福祉法人わらしべ会 理事・監事 
＊6 月役員が選任されました。   （任期 2年；令和 5年 6 月―令和 7 年 6 月） 

   氏 名    経歴・現職等   氏  名      経歴・現職等 

理事 猪尾紀幸 会社代表取締役 理事 藤田敦士 福祉施設職員 

理事 西畠利彦 福祉施設施設長 理事 平岡理恵 福祉施設施設長 

理事 上中正人 福祉施設施設長 理事 川本明良 福祉施設総合施設長 

監事 吉川滋政 元商工会議所専務理事 監事 志斉哲雄 元消防署長 

 

 

 

 

 
 

 

                肢体不自由者支援の立場より旭川荘のぞみ寮の佐藤美彦寮長にパネリス

トとして報告して頂きました。報告の中でのぞみ寮が取り組む「機能訓練」の役割と課題、高齢化する施設

利用者の現状の他、地域生活移行者の状況が全国や岡山市との比較などを交えて報告されました。地域生活

移行事例では本人のご希望、家族との調整の他、生活保護申請に係る支援など広範な支援内容が求められる

ことの他、身体障害利用者が地域で暮らすグループホームが不足していることなどが説明されました。 

   

 

お知らせ 

増築・新築工事 

札幌わらしべ園所増築工事・札幌わらしべ園グループホーム１－４ホーム建設工事 

令和年 5度は将来に向けて 2つの工事を実施します。一つは札幌東区事業所の支援

スペース拡大を目的とした増築工事です。すでに基礎が完成し、12月に引き渡し予

定です。もう一つは大滝わらしべ園の地域生活以降者の受け入れを目的とした新規

グループホームの建設です。こちらは次年度、4月の完成予定です。 
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令和 4 年度法人事業報告総括（まとめ） 
① 法人運営関連 

・理事 6 名、監事 2名、評議員 7名、選任解任委員 3 名による法人運営を継続しました。 

 ・新型コロナウイルス感染予防のため理事会・評議員会を Web会議で開催しました。 

 

②法人内新規事業 

 ・札幌わらしべ園厚別事業所を廃止し、札幌わらしべ園苗穂事業所を開設しました。  

 ・札幌わらしべ園苗穂第 1事業所（生活介護事業）苗穂第 2事業所（従たる事業所） 

 

② コンダウティブ教育／ペトゥ法 

 ・札幌わらしべ園でコンダクティブ利理論を応用し「高次脳機能障害利用者」支援を継続しました。コ 

ロナ感染過という状況により、本来の目的といえる社会参加やエンパワメントの実現に向けた本来の 

支援に取り組むことはできませんでした。 

 ・国際ペトゥ協会との関係継続のため協会委員を務める職員が Web 会議に参加しました。 

 

④大滝わらしべ園の運営について 

 ・理事会、評議員会審議の結果、令和 5年度をもって事業を廃止することで調整します。 

 ・男性利用者を中心に支援を継続することとしました。 

 ・積立資産を取り崩し、運営資金としました。 

 

⑤大阪法人との連携 

  ・法人創設者村井正直先生・陽子先生の 13回忌にあたり、わらしべ会（大阪）との交流行事を 3 回（8 

月大阪職員来園・10 月大阪職員来園・12月大阪訪問）実施しました。 

 ・大阪―北海道理事長会議により今後の両法人の活動について話し合いました。 

 

⑥法人事務機能札幌集約化 

・法人運営・会計経理・庶務機能の本部集中化を進め、法人事務の一括管理体制促進を継続しました。 

 

⑦障害者虐待防止委員会の設置および、障害者虐待防止に向けた取り組み 

・札幌わらしべ園で、札幌市による虐待関連の実地指導を受けました。 

・法人および施設に虐待防止委員会を設置し、虐待防止研修を実施しました。 

 

⑧各地域の地域づくり参加 

・令和 4 年度の地域公益的活動や交流行事等は、各拠点共に中止しました。 

 

⑨農業活動の発展 

・かぼちゃの栽培に取り組みましたが、収穫品の販売は中止しました。 

 

⑩職員確保 

 ・紹介業者のほかリクルートキャリア、求人広告等を活用して、職員確保に努めました。 

 ・紹介業者を通じて、複数の職員を採用しました。 

 

⑪職員処遇関連 

 ・ベースアップ加算を財源として、職員給与のベースアップを実施しました。 

 ・処遇改善加算および特定処遇改善加算を職員に支給しました。 

 

⑫コロナ感染関連 

・札幌わらしべ園・浦河わらしべ園でコロナ感染クラスターが発生しました。 

・感染予防のため、通所事業の一部で、利用者の利用制限を実施しました。 

・各施設・事業所でコロナ感染対策に努め、非常備品の備蓄に努めました。 

・「コロナウイルス感染症特殊勤務手当規程」に基づき職員に手当を支給しました。 

⑬その他     

・職業センターや就労移行事業所の支援を受け、障害者雇用の準備を進めました。 
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わらしべ会だより  ／  会計報告 
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＊行事予定表＊

 

 大 滝 浦 河 札 幌 法 人 

8 

月 
未定 

流し 

そ う め

ん大会 

3日 夏レク・花火大会 10日 介護予防体操 25日 採用説明会 

5、6

日 

様似町 アポイの

火祭り参加 
24日 介護予防体操 

26日 理事会 12、

13日 
浦河町港祭り参加 

27日 
はまなす車いす 

マラソン 
22日 救命救急講習 

9 

月 
未定 

十 五 夜

月見 

1日 非常食食事会 2日 土曜営業日 

18日 採用説明会 
9日 わらしべ祭 14日 介護予防体操 

14日 
職員メンタル 

ヘルスケア研修 
28日 介護予防体操 

上旬 特別外出開始 未定 カボチャ収穫 

10 

月 
未定 

果 物 狩

り 

1日 開園記念日 12日 介護予防体操 
20日 

法人創設者ご命日 

村井正直先生 

随時 特別外出 

26日 介護予防体操 

31日 
ハロウィン 

パーティー 
21日 大阪法人交流会 

11 

月 
未定 焼き芋 

中旬 
厨房寿司 

バイキング 
未定 避難訓練 未定 未定 

随時 特別外出 

 

 

編
集
後
記 

冷
や
し
た
麦
茶
を
飲
み
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
な
が
ら
暑
さ

を
し
の
い
だ
過
去
の
夏
を
思
い
出

す
と
、
今
年
の
夏
は
ま
さ
に
隔
世

の
感
を
禁
じ
得
な
い
と
い
う
べ
き

で
し
ょ
う
か
？ 

熱
中
症
注
意
と
い
う
テ
レ
ビ
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
を
聞
く
た
び
に
、
利

用
者
さ
ん
や
職
員
の
暑
さ
対
策
や

水
分
補
給
を
日
課
に
加
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
意
識
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
実
は
ク
ー
ラ
ー
の
設
定
希
望

温
度
が
人
に
よ
っ
て
異
な
る
な

ど
。
難
し
い
調
整
も
必
要
と
な
る

の
で
す
が
。 

   

地
球
沸
騰
化
の
時
代
、
異
常
気

象
が
当
た
り
前
の
世
界
に
な
っ
て

き
た
中
、
街
に
出
る
と
コ
ロ
ナ
明

け
と
言
わ
れ
る
状
況
で
し
ょ
う

か
？
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

外
国
人
観
光
客
の
姿
を
見
か
け
ま

す
。
社
会
が
変
化
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
コ
ロ

ナ
感
染
前
の
日
常
が
戻
っ
て
く
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
の
で
す
が
不

安
も
感
じ
ま
す
。 

季
節
は
こ
れ
か
ら
残
暑
に
向
か

い
ま
す
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

編
集
職
員
一
同 

          

お 知 ら せ 

❁ ありがとうございました ❁ 
順不同にてご紹介 

ご寄贈・ご支援頂きました。 

 

渡辺 吉雄 様   菊池 洋文 様 

橋本 強志 様   女池 好子 様 

志斉哲雄様ご夫妻  宍戸敏克様ご夫妻 

富田 牧場 様 

 

    

 
  

    皆様の温かいご支援に感謝申し上げ

ます。 

 

認知症サポーター養成講座 

べ園よりに 

 

９月 13 日（木） 
１０時～ 

地域包括支援センターの職員が認知症につい

て、わかりやすく説明します。（約 1 時間） 

終了後、個別相談もお受けできます。 

持ち物：筆記用具 

会場：わらしべ園（東区苗穂町 3 丁目 2-35） 

 


